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                         令和５年度 令和４年度 差引額 伸び率
当初予算額 当初予算額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ

5,612,843 5,589,752 23,091 0.4

976,860 940,863 35,997 3.8

5,303,726 5,237,390 66,336 1.3

12,505 13,074 △ 569 △ 4.4

4,215 4,227 △ 12 △ 0.3

2,172,253 1,953,570 218,683 11.2

収 益 的 収 入 1,333,685 1,333,102 583 0.0

収 益 的 支 出 1,316,344 1,314,011 2,333 0.2

資 本 的 収 入 528,667 326,266 202,401 62.0

資 本 的 支 出 855,909 639,559 216,350 33.8

3,298,148 3,100,814 197,334 6.4

収 益 的 収 入 1,691,672 1,651,400 40,272 2.4

収 益 的 支 出 1,689,592 1,645,445 44,147 2.7

資 本 的 収 入 765,617 799,430 △ 33,813 △ 4.2

資 本 的 支 出 1,608,556 1,455,369 153,187 10.5

39,380,550 39,755,690 △ 375,140 △ 0.9

物 集 女 財 産 区 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

公 共 下 水 道 事 業 会 計

計

国民健康保険事業特別会計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

大 字 寺 戸 財 産 区 特 別 会 計

　　令和５年度　向日市当初予算（案）

各会計の予算規模 （単位：千円、％）

一 般 会 計 22,000,000 22,916,000 △ 916,000 △ 4.0
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歴史を活かし、

活力と魅力あるまちづくり
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一般財源

301,500 千円 153,350 130,300 17,850

歴史を活かし、活力と魅力あるまちづくり

建設部　まちづくり推進課

JR向日町駅東口開設推進事業

　駅への利便性や安全性の向上を図るとともに、まちの活性化や駅周辺
のにぎわいの創出を目指し、ＪＲ向日町駅の東口開設に向けた自由通路
や駅前広場の整備、駅周辺における新たなまちづくりに取り組みます。

○経過・予定
　令和　３年度   ＪＲ西日本と工事協定締結
　　　　　　 　  市街地再開発組合の設立
　令和　８年度   東口開設
　令和１０年度   まち開き、駅前広場完成

○自由通路整備事業の概要
　・事業主体：向日市
　・事業期間：令和３年度～令和９年度
　・整備内容：通路／延長 約６０ｍ・幅員５ｍ
　　　　　　　昇降施設／階段、エレベータ、エスカレータ

○市街地再開発事業の概要
　・事業主体：市街地再開発組合
　・事業期間：令和３年度～令和１１年度
　・整備内容：東口駅前広場／面積 約２，４００㎡
　　　　　　　再開発ビル
　　　　　　　　延床面積／約４６，３００㎡
　　　　　　　　階数／駅ビル棟：５階建　住宅棟：３６階建
　　　　　　　　用途／住宅・商業・業務・サービスなど

○令和５年度の事業内容
　・自由通路整備事業：支障物件の移転工事等
　・市街地再開発事業：支障物件の移転補償等

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他

西口駅前広場からの外観

※ イメージであり、今後変更となる場合があります。
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人と暮らしに

明るくやさしいまちづくり
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9,001

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

市民サービス部　医療保険課

京都子育て支援医療制度拡充事業

　子育て支援の一環として、子育て家庭の負担軽減を図るため、高校生
の医療費を無償化します。

○事業概要
  ・内容
    現在医療費の助成がない高校生について、入院に係る医療費を無料
　 とします。
 
  ・受給者数（対象者数） 約　１，７００人

　

　

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

9,001 千円

〇制度拡充イメージ

現行制度
自己

負担

市の

独自制度

で負担
拡充後

高校生の入院に係る費用

医療保険負担分

医療保険負担分
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1,623

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

市民サービス部　健康推進課

新生児聴覚検査費用助成事業

　聞こえの異常をできる限り早期に発見し、適切な対処につなげるた
め、新生児の聞こえに関する検査費用の一部を助成します。

○対象者
　生後２８日以内の新生児

○検査方法及び助成額
　新生児聴覚検査（初回検査１回のみ）
　・脳性脳幹反応検査（ABR）又は自動聴性脳幹反応検査（AABR）※１

　　助成額：４，０２０円
　・耳音響放射検査（OAE）※２

　　助成額：１，５００円
　 　※１　音を聞かせて脳の反応をみる検査
　　 ※２　音を聞かせたときに出る、内耳からの反響音で調べる検査

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

1,623 千円

○新生児聴覚検査の流れ

新生児聴覚検査

要再検

医療機関等での

精密検査

医療機関等での受検費用を市が一部助成

正常
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一般財源

86,900 千円 62,916 19,100 4,884

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

教育部　生涯学習課

第６留守家庭児童会増築事業

　利用児童数が増加している第６留守家庭児童会について、保育室の増
築を行います。

○施設の概要
　・所　  在  　地　　　　向日市立第６向陽小学校敷地内
　・延 べ 床 面 積　　　　２００平方メートル
　・構　　　    造　　　　木造１階建て

○事業内容
　・保育室等の増築
　
○実施時期
　・令和５年度着工

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他

市立第６向陽小学校

増築予定場所

既存建物

第６留守家庭児童会増築予定地
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一般財源

437,366 千円 129,643 246,100 61,623

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

教育部　教育総務課

学校施設環境整備事業（令和４年度３月補正含む）

　児童生徒が安心・安全な教育環境のもとで学校生活が送れるよう、校
舎屋上の防水改修工事、校舎内のトイレ改修工事、バリアフリー化整備
改修工事、ＬＥＤ化改修工事及び外壁改修工事等を実施します。

○校舎屋上防水改修工事（令和５年度当初）
　・実施対象校　　第４向陽小学校、第５向陽小学校、西ノ岡中学校

○トイレ改修設計業務委託（令和５年度当初）
　・実施対象校　　向陽小学校、第３向陽小学校、第５向陽小学校
　　　　　　　　　勝山中学校、西ノ岡中学校、寺戸中学校
　
○トイレ改修工事（令和４年度３月補正）
　・実施対象校　　向陽小学校、第４向陽小学校、第６向陽小学校
　　　　　　　　　寺戸中学校

○バリアフリー化整備改修工事（令和４年度３月補正）
　・実施対象校　　第３向陽小学校、寺戸中学校

○ＬＥＤ化改修工事（令和４年度３月補正）
　・実施対象校　　向陽小学校、第４向陽小学校、第６向陽小学校
　　　　　　　　　寺戸中学校

○外壁改修工事（令和４年度３月補正）
　・実施対象校　　向陽小学校、第３向陽小学校、第５向陽小学校
　　　　　　　　　西ノ岡中学校

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他

第３向陽小学校外観

小中学校トイレ改修後イメージ
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一般財源

891 千円 891

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

教育部　学校教育課

学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の導入

　学校と地域が今まで以上に組織的かつ継続的に連携・協働できる体制
を構築し、社会総がかりの教育を進めていくため、市立小中学校に学校
運営協議会制度（コミュニティ・スクール）を導入します。

○学校運営協議会の役割
　・校長が作成する学校運営の基本方針を協議し、承認します。
　・学校運営に関する意見を、教育委員会又は校長に述べることができま
　す。
　・教職員の任命に関して、教育委員会に意見を述べることができます。
　　ただし、特定の個人に関するものを除きます。

○実施方法
　・学校運営協議会委員について、校長の推薦を受け教育委員会が委嘱し
　ます。
　・学校運営協議会を導入した学校ごとに、学校運営協議会を開催します。
　
○学校運営協議会制度を導入することによる効果
　・学校は「社会に開かれた教育課程※」の実現に向けて前進することがで

　きます。
　・学校や地域が一体となって、地域総がかりで学校運営を進めることがで
　きます。
　・地域や保護者は、学校運営に参画することができ、学校の教育方針を深
　く理解するとともに、自らの生きがいにつながる取組となります。
　

※「社会に開かれた教育課程」とは、よりよい学校教育を通じてよりよい社会
を創るという目標を学校と社会が共有し、その目標を達成するために必要な教
育内容を明確にしたもの。

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他

出典：文部科学省HPより

地域学校協働活動でのしめ縄づくり
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信頼と協働で

市民の声が届くまちづくり
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一般財源

10,640 千円 10,640

信頼と協働で市民の声が届くまちづくり

市民サービス部　地域福祉課

市民温水プール再整備等検討事業

　閉館している市民温水プールの「今後のあり方」について、議論を進
めていくため、「（仮称）市民温水プールあり方検討会議」を立ち上げ
ます。
　また、再整備等に当たり、一日も早い再建と民間事業者が参画できる
環境を整えるため、既存建物の解体工事に係る設計等を行います。

○事業概要
　・「（仮称）市民温水プールあり方検討会議」の立ち上げ
　・市民温水プールの解体工事に係る設計等
　

　

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他

市民温水プール外観


